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3
.
マ

ブ
イ
ア
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国
際
□
―
タ

リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手

を
貸

そ
う
』

四
つ
の
テ
双

ト
ー
言
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
か
ら
…
…

1
	

真
実

か
	

ど
う
か

2
	

み
ん
な

に
公

平
か

3
	

好
意

と
友
情

を
深

め
る
か

4
	

ら
ん
な

の
た
め

に
な

る
か
	

ど
う
か

4
0

(
5
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免
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合
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出
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本

2
0
0
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～

2
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ロ
ー
タ

リ
ー
と
は

・
□
―

タ
リ
ー

は
、
事
業

お
よ

び
専

門
職

務
に
携

わ
る
人

々
の
世
界

的
奉
仕

団
体

で
す
。

□
―

タ
リ
ー

は
、

人
道

的
な
奉

仕
を
行

い
.

あ
ら
ゆ

る
職

業
に

お
い

て
高
度

の
道
徳

的
水

準
を
守

る
こ
と

を
奨

励
し
.
世

界
理
解

と
平
和

を
目
指

し
て
尽

力
し
て
い

ま
す
。

・
□
―

夕
|
」
―

は
、

世
界

で
最
初

の
奉
仕

ク
ラ

フ
で

す
。

最
初

の
□

―
タ

リ
ー
・
ク

ラ
フ
は
.
つ

∞
年

2
月
8
日

に
.
米

国
イ

|
リ
ノ

イ
州

シ
カ

ゴ
で
創

立
さ
れ

ま
し
た
。

・
□
―

タ
リ
ア
ン
は
.
毎

週
.
イ

,
」
会

を
開

い
て
.
親

睦
を
深

め
.
地

域
社
会
や
国
際
社

会
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深

く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
ん
で

い
ま
す
。

会
員
は
.
■

薦
制
度

|
こ
よ

っ
て
入
会

し
.
そ

の
会

員
組
織

は
地
域
社
会
の
横
断
面

と
な

っ
て
い
ま
す

.

お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
で
・
・
・

◎
出一■

仕″′一

し
料

理
の

じ
脇

し

(
広
告

掲
載

:
石

橋
	

輝
夫

会
員

)

函
館

北
□

―
タ

リ
ー
ク

ラ
フ
は

w
e
b
(
ホ

ー
ム
ベ

ー
ジ

)
を

公
開

し
て
あ

り
ま

す
.

1
	
-
般

会
計

の
健
全

化

―

創
立

∞
周

年
に
向

け
て

2
	

親
睦

「
こ
の
方

と
出
会

っ
て

よ
か

っ
た

!
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
曰

創
ユ

記
念

式
典

・
懇

親
会

が
最

大
の
「

親
睦
の

曰
」

3
	

奉
t
―

*
地

域
社
会

,
市

へ
交
通

安
全

車
(
1
■
■

c
)
の

寄
贈

(
記
念

事
業

)

□
―
タ

リ
ー

に
よ

る
新

世
代

へ
の
教

育
開

始
意
欲

開
発

を
目
指

す
.

―
子

供
・

家
庭
・

織
業
奉

仕
委

員
会

を
通

じ
て

地
域
社

会
に

員
献

す
る

一
*
国

際
奉

1
土
「
国

際
奉

仕
活

動
の

・
■
'
を

育
て

る

今
.
他

国
で
は

、
一
万

円
の
=
仕

の
価
値

が
十
■
・

二
十

億
1
こ
た

か
め

ら
れ

ま
す

.

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ

シ
ア
・

ジ
ョ
グ

ジ
ャ

カ
ル

タ
・

タ
マ

ン
サ

リ
R
C
を

通
し
て
.
小

学
校

の
図
書

館
支

援
の
た

め
.
本

箱
・

机
・

本
1
5
0
0
冊

な
ど
の
物

品
を
寄
贈

す
る

.
」

4
	

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
委

員
会

を
設
置

し
、

当
ク

ラ
フ

と
外

の
ク

ラ
フ
と
の
情

報
を

円
滑

|
こ
し
.
合

わ
せ

て

会
員
企

業
の

情
報

交
換

|
こ
貢
献

す
る

.

5
	

友
人

の
言

動
|
こ
,
5
意

を
示

し
.
友

人
(
「
成

長
を
願

っ
て

.
・

手
'
を

貸
し
ま

し
ょ
う
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村
	

祐
治

会
長
	
	
	
	

◎
斉
‐	
	
1
目
	

奉
仕

の
理

想
.
四

つ
の

テ
ス

ト

◎
夕
'
ス

ト	
中
国
」
1
東
省
中
美
山
東
建
文
大
学
	
佐
藤
	
勝
博

氏

◎
ビ
ジ
タ

ー
	

大
阪

天
満
橋
R
.
C
.
松

本
梓

伸
氏

、
函
館
R
.
c
神

川
勝

美
君
・

丸
山

雄
・
君

◎
会
長
報
告
	
北
村
	

祐
治

会
長

O
地

区
大
会
の
件
で
す
が
、
現

在
3
名

の
登
録

し
か

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
地

区
大
会

の
週

に
4
0
周

年
記

念
式
典
が
あ

り
ま
す
が
.
ガ

バ
ナ
ー
等
来
賓

し
ま
す

の
で
、
御
礼
の
意
味

も
こ
め
て
皆
様

の
参
加
お

願
い

し
ま
す
。

◎
委
員
会
報
告

●
l
C
委

員
会
	
松

)
と	

修
:
委

員
長

▼

I
C
委

員
会
は
地

区
の
委

員
会

と
運
動

し
て

い
て
地

区
の

方
か

ら
メ
ー

ル
が

入
っ
て

き
ま
す
。

今
は

M
L
(
メ

ー
リ
ン
グ

)
リ

ス
ト
の
組
織

が
立
ち

上
が

っ
て

ま
す
。
M
L
に

の
っ
て

い
る
方

に
は
、

全
て

メ
ー
ル

が
入

る
の

で
M
L
に

登
録
お
願

い
し
ま
す
。

本
日
地

区
よ

リ
メ
ー

ル
が

き
て

(
美
唄

R
.
C
.
後

藤
~
雄

氏
)
先

日
の
台

風
l
o
号

の
被
害

に
対

し
て
地

区
は
な

に
も

し
て

い
な

い
の

で
は
な

い
か

、
有

珠
山

の
と
き
は
全

国
的

に
D
M
を

し
て

い
た

だ
ぃ
た

の
で
被

害
者

も
助

か
っ
た

の
で

は
.
R
.
C
.
で

は
仲

間
を
た

す
け

る
と
い

う
意

味
で
支
援

し
た

方
が

い
い
の

で
は

な
い
か

、
今

年
は

手
を
貸

そ
う
と

い
う
テ

ー
マ

な
の

で
全

員
参

加
し
て

い
た
だ

き
た

ぃ
と
の

メ
ー
ル

が
き
て

い
ま

し
た
。

次
に
北
R
.
c
.
に

も
馴

染
み

の
あ

る
市
川

須
磨

子
さ
ん

が
「
安
倍

圭
子

と
仲

間
た

ち
に

よ
る

マ
リ
ン

パ
・

コ
ン
サ

ー
ト

i
n
函

館
|
を

開
催

し
ま
す
。
興
味

が
あ

り
ま

し
た

ら
9
月

1
7
日

に
開
催

し
ま
す

の
で
、

チ
ケ

ッ
ト
の
購

入
お
願

い
し
ま
す
。

◎
幹

事
報

告
	

柴
崎
	
	

晃
幹
事

○
先
週

に
引

き
続

き
.
地

区
大

会
の
登
録

の
用
紙

を
回
覧

し
ま
す
。

ま
だ

3
名

ほ
ど

し
か

ご
記

入
が

ご

ざ
い
ませ
ん
の
で、

皆
様
参加

の方
よ
ろ
しくお願

い
します。
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例 イ

)
、

l
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0
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9
月

)
]
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l
i
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|
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夕
I
更 です。

V

V

(
4
9
)

◎
親

睦
活

動
委

員
会
	

青
山
	

栄
―

委
員

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報

告

北
村
	

会
長

…
…

本
1
1
の

ゲ
ス

ト
佐

藤
様

を
歓

迎
し
て

。
大

谷
	

会
員

…
…

夏
か

ぜ
を

ひ
か

な
い

ょ
ぅ

に
。

小
笠

原
会

員
…

…
B
O
X
に

協
力

.

渡
部
	

会
員

…
…

夏
か

ぜ
を

ひ
い

て
し
ま

い
ま

し
た

。
み

な
さ
ん

ご
注

意
ド
さ

い
。

◎
卓
話
	
「
今
、
何
故

中
国
か
」

中
国
山
東
省

中
美
山
東
建

文
大
学
	
佐
藤
	
勝
博

氏
●
勤
務
地
	
期
間
	
	

中
国

山
東
省
煙
台
市
	
中
美
山
東
建
文
大
学

に
9
月

よ
り
、	
1
年

間
日
本
語
学

科
の
講
師

と
し
て
勤
	
務

し
ま
す
。

●
派
遣
応
募

の
動
機
	
	

現
職
時

に
青
少
年
赤

十
字
活
動

の
推
進

(
少
、
中
、
青
年
の
家
.
教

育
委
員
会

教
育
局

当
に
勤
務

)
、

高
校
時
代

に
ヨ
ッ

ト
を
始
め
海
外

で
の

コ
ッ

ト
レ
ー
ス
、
研
修
等

に
参
加

し
て

体
験

し
た
子
供
た

ち
の
実
態

(
何

ら
か
の
手
伝

い
を

し
た

い
と
い

ぅ
思

い
)
、

教
職

員
退
職
後

も
何
か

を
し
た

い
と
考

え
て

い
た
。

退
職
後

は
、
水
泳

の
指
導

員
や
、
大
学

の
警
備

員
経
験

(
生

き
が

い
の
追
求
実
感

)

1
4
年

度
札
幌

に
本

部
が
あ
る
非
政
府
組
織
(
N
G
O
)
「

ア
ジ
ァ
の
国

の
子
供

の
会
」
を
発
足

し
、
代

表
に
な

っ
た
そ

の
中
で
交
流

を
通

し
て
情
報

の
入
手
～

日
本
語
講
師
募
集

●
家
族

の
が
ん
ば

り
(
精
神
的
な
影
響

)

家
族

の
が

ん
ば

り
を
見
て
私

も
が
ん
ば

ろ
う
と
思

っ
た
。

妻
(
ヨ
ガ

の
指
導

員
)
妻

の
兄

(
高
校
教
師
か

ら
大
学
教
授

へ
)

長
男

(
高
校
教
師
、
海
外
及
び
国

内
大
学

院
で
の
積
極
的

な
研

修
推
進

の
姿

)

◇
私

の
モ

ッ
ト
ー

人
生
9
0
年
	
	

人
生
は
勢

い
(
出
会

い
の
大
切

さ
)

◇
中
国
へ

の
期
待
	
友

人
へ
の
感
謝

1
日
本
の
文
化
を
学
生
に
教
え
る
楽

し
み

も
あ
る
が

.
中
国
の
生
活

を
肌

で
感

じ
ら
れ

る
の

も
た
の

し
み

|

「
今
は
教
材

に
使

う
た
め
の

日
本
語

の
辞
書
や

ン
ヤ
~
プ

ベ
ン
ン
ル
、
消

し
ゴ
ム
な

ど
の
不
要

に
な

っ

た
物

の
提
供

を
知

人
ら
に
呼

び
か

け
て

い
る
。

|

少
し
で

も
多

く
の
物

資
を
持

参
し
国
際
交
流

に
勤

め
た

い
と
思

つ
て

い
ま
す
。

本
当
の
中
国

の
姿

を
み
て
多

く
の
人

に
伝

え
た

い
と
思

っ
て

ま
す
。
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